
宗
光
寺
山
門
の
新
高
山
城
か
ら
の
移
築
説
に
対
す
る
疑
問

一、
緒

= 仁ヨ

広
島
県
三
原
市
本
町
に
所
在
す
る
宗
光
寺
は
、
小
早
川
隆
景
が
居
城
を
新
高
山

城
(
三
原
市
本
郷
町
)
か
ら
三
原
城
へ
移
す
際
に
新
高
山
域
内
に
存
し
た
匡
真
寺

を
移
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
宗
光
寺
山
門

は
、
『
増
補
三
原
志
稿
』
や
文
化
庁
編
『
国
宝
・
重
要
文
化
財
建
造
物
目
録
』
、
『
重

要
文
化
財
宗
光
寺
山
門
修
理
工
事
報
告
書
』
に
よ
る
と
、
天
正
十
年
(
一
五
八
二
)

に
新
高
山
城
内
に
存
し
た
城
門
を
移
築
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ

に
つ
い
て
も
信
用
の
お
け
る
史
料
に
基
づ
い
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
直
ち
に

信
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
、
こ
の
山
門
は
四
脚
門
(
四
足
門
)
と
い
う
形
式
で
建
て
ら
れ
て
い
る
が
、

城
門
は
高
麗
門
・
櫓
門
・
薬
医
門
な
ど
と
い
っ
た
形
式
と
す
る
の
が
普
通
で
、
四

脚
門
と
す
る
例
は
管
見
に
は
な
い
。
城
内
に
お
い
て
四
脚
門
が
建
て
ら
れ
る
と
す

れ
ば
、
二
条
城
二
の
丸
御
殿
唐
門
な
ど
の
よ
う
に
御
殿
の
表
門
と
し
て
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
宗
光
寺
山
門
の
桁
行
は
二
十
尺
(
六
・

O
六
一
メ
ー
ト
ル
)
も
あ
り
、

大
徳
寺
勅
使
門
の
二
十
尺
玉
寸
(
六
・
二
メ
ー
ト
ル
)
な
ど
と
並
ん
で
、
国
宝
お

よ
び
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
る
四
脚
門
と
し
て
は
、
全
国
最
大
の
規
模

を
有
し
て
い
る
。
ま
た
四
脚
門
は
、
古
く
か
ら
格
式
の
高
い
門
と
さ
れ
て
い
て
、

『
倭
訓
莱
』
に
よ
れ
ば
、
親
王
家
や
大
臣
家
と
い
っ
た
特
に
身
分
の
高
い
者
や
有

力
社
寺
に
し
か
建
て
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
新
高
山
城
を
本
拠
と
し
て
い
た

噴
の
隆
景
は
毛
利
屠
下
の
武
将
に
す
ぎ
ず
、
宗
光
寺
山
門
の
よ
う
な
巨
大
な
四
脚

門
を
表
門
と
す
る
よ
う
な
大
規
模
な
御
殿
が
新
高
山
城
内
に
存
し
た
可
能
性
は
ほ

佐

藤

大

規

と
ん
ど
な
い
し
、
そ
も
そ
も
四
脚
門
を
建
て
る
こ
と
の
で
き
る
格
式
を
有
し
て
い

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
新
高
山
城
か
ら
移
築
し
た
と
い
う
通
説
に
対
し
て
疑
問
点
を
挙

げ
、
さ
ら
に
四
脚
門
と
い
う
宗
光
寺
山
門
の
形
式
お
よ
び
細
部
意
匠
か
ら
推
察
さ

れ
る
建
築
年
代
な
ど
か
ら
、
新
高
山
城
か
ら
の
移
築
と
す
る
こ
と
が
妥
当
で
は
な

い
こ
と
を
示
し
た
い
。

一一、

宗
光
寺
の
沿
革

、‘，
J

噌

E
A

''z
、

宗
光
寺
は
、
「
三
原
志
稿
』
(
『
増
補
三
原
志
稿
』
と
の
関
係
は
後
述
)
に
よ
る

と
、
も
と
は
新
高
山
城
内
に
存
し
た
匡
真
寺
を
移
し
た
も
の
で
あ
る
。
匡
真
寺
は
、

天
正
五
年
(
一
五
七
七
)
に
小
早
川
隆
景
が
父
母
の
冥
福
を
祈
る
た
め
に
建
立
し

た
臨
済
宗
の
寺
院
で
あ
る
。
新
高
山
域
内
に
あ
っ
た
時
の
規
模
な
ど
は
詳
ら
か
で

な
い
が
、
現
在
、
新
高
山
城
跡
に
は
匡
真
寺
跡
と
伝
え
ら
れ
る
場
所
が
あ
り
、
そ

こ
で
は
建
物
の
基
檀
跡
や
庭
園
跡
と
推
測
さ
れ
る
遺
構
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
(
図
一
)
。

三
原
城
下
へ
の
移
築
に
際
し
て
は
、
わ
ざ
わ
ざ
当
地
に
あ
っ
た
万
福
寺
を
他
所

へ
移
し
、
寺
領
と
し
て
小
早
川
氏
と
毛
利
氏
か
ら
合
計
八
百
石
が
付
与
さ
れ
た
と

い
一
見
。
隆
景
や
元
就
夫
婦
の
位
牌
が
納
め
ら
れ
て
い
的
こ
と
か
ら
も
、
小
早
川
氏

の
厚
い
保
護
下
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

慶
長
五
年
三
六

O
O
)
の
関
ケ
原
の
戦
い
後
、
小
早
川
氏
は
備
前
に
国
替
え

と
な
り
、
代
わ
っ
て
福
島
正
則
が
入
国
す
る
と
、
匡
真
寺
は
曹
洞
宗
に
改
め
ら
れ



た
。
ま
た
慶
長
六
年
に
正
則
の
養
嗣
子
の
正
之
が
死
去
す
る
と
、
そ
の
菩
提
寺
と

な
り
、
小
早
川
隆
景
と
福
島
正
之
の
法
号
か
ら
泰
雲
山
宗
光
寺
と
寺
号
を
改
め
た

と
伝
え
ら
れ
る
。
元
和
五
年
(
一
六
一
九
)
に
福
島
氏
が
改
易
と
な
り
、
浅
野
氏

の
支
配
下
に
な
っ
て
も
高
い
寺
格
を
有
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
享
保
十
年
(
一
七
二
五
)
に
火
災
に
遇
い
、
山
円
以
外
の
す
べ
て
の

建
築
は
焼
失
し
た
。
本
堂
は
、
寺
伝
や
外
陣
正
面
中
央
聞
の
上
部
に
設
け
ら
れ
た

欄
間
の
縁
に
残
る
墨
書
銘
な
ど
か
ら
、
享
保
十
三
年
か
ら
遅
く
と
も
寛
保
四
年

(
一
七
四
四
)
ま
で
に
再
建
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
の
諸
堂
も
引
き

続
い
て
再
建
が
行
わ
れ
た
ら
し
い
。
現
在
は
、
本
堂
・
庫
裏
・
山
門
・
禅
堂
・
経

堂
・
地
蔵
堂
・
衆
寮
・
鐘
楼
が
残
る
(
図
一
二
。

山
門
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
天
正
十
年
に
新
高
山
城
の
城
門
を
移
築
し
た
も
の

と
さ
れ
て
い
る
。
建
築
年
代
を
示
す
史
料
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
新
高
山
城
か
ら

の
移
築
を
仮
に
是
と
す
る
な
ら
ば
、
「
悌
通
禅
寺
住
寺
認
』
に
よ
る
と
、
新
高
山

築
城
は
天
文
二
十
一
年
(
一
五
五
二
)
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
か
ら
天
正
十
年
の
問

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
古
文
書
に
よ
る
と
江
戸
時
代
か
ら
明
治
に
数
度
の
修
理

が
行
わ
れ
た
。
昭
和
二
十
八
年
(
一
九
王
三
)
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
現
在

に
至
る
。

一一一、

山
門
の
概
要

宗
光
寺
山
門
は
、
一
間
一
戸
の
四
脚
円
で
あ
る
(
図
三
|
七
)
。
本
柱
を
円
柱
、

控
柱
を
面
取
の
角
柱
と
す
る
。
梁
間
方
向
は
、
腰
長
押
、
腰
貫
、
頭
貫
で
繋
ぎ
、

桁
行
方
向
は
本
柱
聞
を
冠
木
、
控
柱
聞
を
虹
梁
形
頭
貫
で
そ
れ
ぞ
れ
繋
ぐ
。
控
柱

の
柱
頭
か
ら
出
し
た
木
鼻
は
、
掛
鼻
と
し
て
頭
貫
と
は
別
材
と
す
る
。
ま
た
梁
間

と
桁
行
で
は
、
そ
の
形
態
が
異
な
る
。
背
面
の
控
柱
を
繋
ぐ
虹
梁
形
頭
貫
と
木
鼻

に
は
渦
巻
と
若
葉
が
彫
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
形
態
か
ら
十
九
世
紀
初
め
頃
の
後

補
材
と
考
え
ら
れ
る
。
冠
木
は
成
よ
り
幅
を
大
き
く
す
る
長
方
形
断
面
で
、
本
柱

の
上
に
載
せ
、
そ
れ
を
頭
貫
と
女
梁
と
で
挟
ん
で
固
定
し
て
い
る
。
本
柱
が
冠
木

を
貫
通
し
な
い
新
式
と
な
っ
て
い
る
。

控
柱
上
に
は
連
三
斗
を
組
み
、
そ
の
上
に
実
肘
木
を
載
せ
、
軒
桁
と
妻
の
虹
梁

を
受
け
る
。
本
柱
上
に
は
、
平
三
斗
を
組
み
、
そ
の
上
に
実
肘
木
を
載
せ
、
妻
虹

梁
の
中
央
を
支
え
る
。
ま
た
巻
斗
か
ら
は
拳
鼻
を
出
す
。
控
柱
聞
を
繋
ぐ
虹
梁
形

頭
貫
上
に
は
、
中
備
と
し
て
中
央
に
出
三
斗
を
組
み
、
そ
の
両
脇
に
本
基
股
を
置

く
。
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
上
に
実
肘
木
を
載
せ
、
出
三
斗
は
軒
桁
と
虹
梁
、
本
墓
股
は

軒
桁
を
そ
れ
ぞ
れ
受
け
る
。
冠
木
上
は
、
中
央
に
本
墓
股
を
置
き
、
そ
の
上
に
斗

と
実
肘
木
を
載
せ
、
虹
梁
を
受
け
る
。
ま
た
斗
か
ら
は
若
葉
の
彫
刻
を
施
し
た
大

振
り
の
拳
鼻
(
花
肘
木
)
を
出
す
。

妻
は
、
梁
間
方
向
に
渡
し
た
妻
虹
梁
す
な
わ
ち
大
虹
梁
の
上
に
、
中
央
に
蓑
束
、

そ
の
左
右
に
本
墓
股
を
載
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
上
に
斗
と
実
肘
木
を
載
せ
二
重
虹

梁
を
受
け
る
。
虹
梁
を
支
え
る
墓
股
は
、
板
墓
股
と
す
る
の
が
普
通
で
あ
っ
て
、

彫
刻
を
施
し
た
本
墓
股
で
は
、
重
量
を
支
え
き
れ
ず
圧
壊
す
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
本
例
は
変
則
的
と
言
え
る
。
二
重
虹
梁
上
は
、
中
央
に
大
瓶
束
を
載
せ
、
そ

の
上
に
斗
と
花
肘
木
(
実
肘
木
の
持
送
り
の
よ
う
に
納
ま
る
で
実
肘
木
を
載
せ

棟
木
を
受
け
る
。
ま
た
大
瓶
束
の
柱
頭
か
ら
は
梁
間
方
向
に
木
鼻
を
出
す
。
四
脚

門
に
お
い
て
二
重
虹
梁
と
す
る
こ
と
や
、
二
重
虹
梁
墓
股
と
二
重
虹
梁
大
瓶
束
を

組
み
合
わ
せ
た
よ
う
な
構
成
と
す
る
妻
飾
は
、
ほ
か
に
類
例
が
な
い
。
桁
行
中
央

は
、
控
柱
虹
梁
形
頭
貫
上
の
出
三
斗
と
冠
木
上
の
本
墓
股
の
上
に
梁
間
方
向
に
虹

梁
を
渡
し
、
そ
の
上
方
は
妻
飾
と
同
様
の
構
成
と
す
る
。

軒
は
二
軒
繁
垂
木
と
し
て
、
地
垂
木
、
飛
槍
垂
木
と
も
反
り
を
持
つ
。
ま
た
屋

根
は
切
妻
造
の
本
瓦
葺
と
す
る
。
扉
一
は
横
桟
に
縦
板
張
で
、
冠
木
と
蹴
放
に
取
り

付
け
た
藁
座
に
釣
り
込
む
。
普
通
、
四
脚
門
で
は
唐
居
敷
を
本
柱
下
に
設
け
て
、

そ
れ
と
冠
木
の
間
に
扉
を
釣
り
込
む
も
の
で
あ
り
、
宗
光
寺
山
門
の
よ
う
に
藁
座

を
用
い
て
い
る
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

な
お
、
二
重
虹
梁
と
同
高
に
化
粧
母
屋
桁
を
加
え
て
い
る
が
、
類
例
は
乏
し
く

珍
し
い
形
式
と
言
え
る
。
こ
れ
は
桁
行
中
央
に
も
二
重
虹
梁
を
加
え
た
た
め
、
二

重
虹
梁
の
梁
尻
を
留
め
る
た
め
に
必
要
な
措
置
と
考
え
ら
れ
る
。

(2 ) 



四

通
説
の
史
料
的
根
拠
に
対
す
る
疑
問

宗
光
寺
山
門
が
新
高
山
城
の
城
門
を
移
し
た
と
す
る
説
は
、
広
く
流
布
し
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
通
説
に
対
し
て
疑
問
点
を
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。

『
三
原
志
稿
』
は
、
広
島
藩
が
国
郡
志
の
編
纂
を
す
る
た
め
に
各
地
に
命
じ
て

提
出
さ
せ
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
文
化
八
年
(
一
八
一
一
)
に
青
木
光
延
に

よ
っ
て
編
纂
が
開
始
さ
れ
、
文
政
二
年
(
一
八
一
九
)
に
息
子
の
充
実
に
よ
っ
て

完
成
し
た
と
さ
れ
る
。
国
郡
志
編
纂
の
た
め
に
広
島
藩
に
提
出
し
た
清
書
本
の
所

在
は
不
明
で
、
写
本
と
し
て
内
閣
文
庫
本
と
青
木
自
筆
稿
本
の
二
冊
が
存
在
し
て

い
た
が
、
青
木
自
筆
稿
本
は
、
現
在
紛
失
し
て
い
る
。
内
閣
文
庫
本
は
、
広
島
藩

に
提
出
し
た
清
書
本
を
明
治
に
な
っ
て
書
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

『
三
原
市
史
」
第
四
巻
資
料
編
一
に
活
字
化
さ
れ
収
録
さ
れ
て
い
る
『
三
原
志
稿
』

は
、
内
閣
文
庫
本
を
底
本
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
増
補
三
原
志
稿
』
は
、
三
原
図
書
館
の
初
代
館
長
、
沢
井
常
四
郎
が
青
木
自

筆
稿
本
を
底
本
と
し
て
、
そ
れ
に
多
少
の
増
補
を
加
え
た
も
の
で
、
大
正
元
町
村

(
以
下
、
大
正
本
と
す
る
)
と
昭
和
十
年
(
以
下
、
叢
書
本
と
す
る
)
の
二
度
刊

行
さ
れ
て
い
る
。
『
増
補
三
原
志
稿
』
の
宗
光
寺
山
門
の
項
に
は
、
新
高
山
城
か

ら
の
移
築
を
示
す
記
述
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
大
門
此
門
は
沼
田
の
高
山
城

門
を
移
し
た
る
も
の
三
百
数
十
年
の
年
教
を
経
た
る
も
の
な
り
」
(
大
正
本
)
と

「
大
門
(
此
門
門
は
沼
田
の
高
山
城
門
を
移
し
た
る
も
の
)
」
(
叢
書
本
)
で
あ

る
。
大
正
本
と
叢
書
本
で
は
、
新
高
山
城
か
ら
の
移
築
を
示
す
内
容
に
違
い
は
な

い
も
の
の
、
文
章
が
相
違
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
記
述
は
、
清
書
本
を

書
写
し
た
と
さ
れ
る
内
閣
文
庫
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。
青
木
自
筆
稿
本
だ
け
に

あ
っ
た
記
述
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
大
正
木
と
叢
書
本
で
は
、
そ
の
文

章
が
変
わ
っ
て
い
る
の
で
、
沢
井
が
増
補
を
し
た
際
に
、
書
き
加
え
た
と
考
え
る

の
が
自
然
で
あ
っ
て
、
青
木
自
筆
稿
本
に
そ
の
よ
う
な
記
述
が
あ
っ
た
可
能
性
は

ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
『
増
補
三
原
志
稿
』
に
お
け
る
新
高
山
城
か
ら
の
移
築
を
示
す

記
述
は
、
沢
井
が
何
を
根
拠
に
こ
の
一
文
を
付
け
加
え
た
の
か
は
定
か
で
な
く
、

史
料
的
根
拠
が
な
い
の
で
信
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

次
に
、
「
国
宝
・
重
要
文
化
財
建
造
物
目
録
』
と
『
重
要
文
化
財
宗
光
寺
山
門

修
理
工
事
報
告
書
」
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お
く
。

『
国
宝
・
重
要
文
化
財
建
造
物
目
録
』
は
、
文
化
財
保
護
法
に
よ
り
、
国
宝
お

よ
び
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
建
造
物
を
都
道
府
県
別
に
収
録
し
た
も
の
で
、

名
称
を
は
じ
め
構
造
形
式
や
建
築
年
代
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
文
化
庁
の
編
纂

に
よ
る
も
の
で
、
公
式
の
見
解
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。

宗
光
寺
山
門
の
建
立
年
代
の
項
を
見
て
み
る
と
、
「
桃
天
正
十
年
移
築
(
旧

高
山
城
門
ご
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
根
拠
と
な
る
史
料
は
提
示
さ

れ
て
い
な
い
。
同
目
録
で
は
、
建
築
年
代
や
移
築
年
代
を
記
し
た
ほ
と
ん
ど
の
場

合
、
そ
の
根
拠
と
な
る
史
料
(
墨
書
銘
・
棟
札
・
古
文
書
な
ど
)
を
[
]
で
挙

げ
て
い
る
。
宗
光
寺
山
門
の
項
に
お
い
て
そ
れ
が
示
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
史
料
的
根
拠
が
暖
味
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
記
述
内
容
を
信
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

次
に
『
重
要
文
化
財
宗
光
寺
山
門
修
理
工
事
報
告
書
』
は
、
昭
和
四
十
四
年
か

ら
四
十
五
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
解
体
修
理
工
事
の
報
告
書
で
あ
る
。
こ
の
報
告

書
に
は
、
「
山
門
は
も
と
高
山
城
の
城
円
で
あ
っ
た
が
、
天
正
一

O
年
(
一
五
八

二
年
)
、
三
原
へ
移
城
の
際
に
当
寺
の
山
門
と
し
て
貰
い
受
け
、
移
築
し
た
も
の

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
」
と
あ
り
、
宗
光
寺
山
門
は
、
天
正
十
年
に
新
高
山
城
の

城
門
を
移
築
し
た
と
い
う
説
を
採
っ
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の

は
、
明
治
二
十
七
年
(
一
八
九
四
)
に
宗
光
寺
が
提
出
し
た
古
寺
保
存
金
下
附
願

の
内
の
山
門
取
替
材
に
つ
い
て
の
記
載
で
あ
弱
。
し
か
し
、
こ
の
文
書
は
、
明
治

に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
文
書
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
宗
光
寺
が

ど
の
よ
う
な
史
料
を
根
拠
と
し
た
の
か
は
定
か
で
な
く
、
伝
聞
な
ど
を
も
と
に
書

か
れ
た
可
能
性
が
高
い
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
文
書
に
史
料
上
の
価
値

は
全
く
な
く
、
そ
れ
を
移
築
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
同
報
告
書
の
見
解
は
正

し
く
な
い
と
言
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
宗
光
寺
山
門
が
新
高
山
城
の
城
門
を
移
築
し
た
と
す
る
通
説

(3 ) 



は
、
い
ず
れ
も
史
料
的
根
拠
が
乏
し
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

五、

形
式
・
規
模
お
よ
び
建
築
年
代
に
よ
る

移
築
説
に
対
す
る
疑
問

形
式
・
規
模

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
宗
光
寺
山
門
は
、
二
本
の
主
柱
の
前
後
に
控
柱
が
立

(n) 

つ
四
脚
円
と
い
う
形
式
で
建
て
ら
れ
て
い
る
。
四
脚
門
は
、
『
和
訓
某
』
や
『
海

(

お

)

(

別

)

人
藻
芥
』
に
よ
る
と
親
王
家
や
大
臣
家
と
い
う
特
に
身
分
の
高
い
者
や
有
力
社
寺

に
し
か
建
て
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
極
め
て
格
式
の
高
い
円
で
あ
っ
た
。
『
年
中

行
事
絵
巻
』
に
よ
る
と
後
白
河
法
皇
の
法
住
寺
殿
は
四
脚
円
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ

り
規
模
の
小
さ
な
寝
殿
造
の
邸
宅
は
棟
門
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
十
六
世
紀
後
期

の
『
洛
中
洛
外
図
』
(
上
杉
家
本
)
に
よ
る
と
内
裏
や
足
利
将
軍
邸
は
、
四
脚
円

で
あ
る
が
、
細
川
邸
や
典
厩
邸
(
細
川
氏
)
・
武
衛
邸
(
斯
波
氏
)
と
い
っ
た
室

町
幕
府
に
お
け
る
有
力
大
名
の
邸
宅
は
棟
門
と
な
っ
て
い
る
。

小
早
川
隆
景
が
新
高
山
城
内
に
建
て
た
円
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
建
築
年
代

は
、
上
限
が
天
文
二
十
一
年
、
下
限
が
天
正
十
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の

噴
の
隆
景
は
、
毛
利
屠
下
の
有
力
武
将
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
有
力

大
名
で
す
ら
建
て
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
四
脚
門
を
隆
景
が
建
て
る
こ
と
は
、

格
式
の
面
か
ら
し
て
不
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
城
門
は
、
名
古
屋
城
二
の
丸
大
手
ニ
の
門
や
姫
路
城
菱
の
門
、
宇
和
島
城

上
り
立
ち
門
と
い
っ
た
現
存
例
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
高
麗
門
・
櫓
門
・
薬
医
門

と
い
っ
た
形
式
で
建
て
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
四
脚
門
で
建
て
ら
れ
て
い
る
例
は

管
見
に
な
い
。
域
内
に
四
脚
門
が
建
て
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
二
条
城
二
の
丸
御
殿

唐
門
の
よ
う
に
将
軍
家
や
特
に
格
式
の
高
い
大
名
家
の
御
殿
の
表
門
と
し
て
で
あ

(
お
}る

。
新
高
山
城
は
、
現
在
の
所
未
発
掘
で
あ
る
た
め
、
御
殿
の
有
無
は
明
ら
か
と

な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
本
丸
跡
に
礎
石
が
い
く
つ
か
露
頭
し
て
い
る
こ
と
、

(
お
)

永
禄
四
年
(
一
五
六
一
)
に
毛
利
元
就
が
新
高
山
城
を
訪
れ
た
際
の
記
録
か
ら
建

物
の
規
模
や
配
置
な
ど
は
分
か
ら
な
い
も
の
の
、
新
高
山
城
に
御
殿
が
存
在
し
た

こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

前
述
し
た
よ
う
に
宗
光
寺
山
門
の
桁
行
は
二
十
尺
も
あ
り
、
大
徳
寺
勅
使
門
(
二

十
尺
五
寸
)
・
泉
涌
寺
大
門
(
十
九
尺
八
寸
)
・
本
願
寺
唐
円
(
十
九
尺
八
寸
)
な

ど
と
並
ん
で
国
宝
お
よ
び
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
る
四
脚
門
と
し
て

は
、
最
大
級
の
規
模
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
規
模
は
、
徳
川
幕
府
が
後
水
尾
天
皇

の
行
幸
に
際
し
て
建
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
二
条
城
二
の
丸
御
殿
唐
門
の
二
十
一

尺
よ
り
僅
か
に
小
さ
い
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
同
等
と
言
え
る
。
そ
の
た
め
、
宗
光

寺
山
門
が
新
高
山
城
の
御
殿
の
表
円
で
あ
っ
た
な
ら
、
そ
の
御
殿
の
規
模
は
、
二

条
城
二
の
丸
御
殿
と
同
規
模
で
な
け
れ
ば
な
ら
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
小
早
川
隆
景
に
は
格
式
・
財
力
の
不
足
、
ま
た
新
高
山
城
に
大
規
模
な
御
殿

を
建
て
る
敷
地
が
な
い
と
い
っ
た
種
々
の
点
か
ら
、
宗
光
寺
山
門
の
よ
う
な
規
模

を
持
つ
表
門
が
必
要
と
な
る
よ
う
な
大
規
模
な
御
殿
が
新
高
山
城
に
存
在
し
た
可

能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
、
群
馬
県
高
崎
市
に
所
在
す
る
箕
輪
城
で
、
発
掘
調
査
の
結
果
、
四

(
幻
)

脚
門
の
礎
石
と
さ
れ
る
遺
構
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
発
掘
調
査
報
告
書
に
よ
る

と
、
四
脚
門
跡
と
さ
れ
る
遺
構
は
、
御
前
曲
輪
西
側
の
土
塁
が
切
れ
て
い
る
箇
所

に
あ
り
、
礎
石
が
六
個
と
雨
落
溝
を
兼
ね
た
石
組
排
水
溝
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い

る
(
図
八
)
。
し
か
し
、
格
式
の
高
い
四
脚
門
に
お
い
て
排
水
溝
は
、
門
の
外
側

を
通
す
も
の
で
、
門
構
内
に
通
し
た
四
脚
門
は
類
例
が
な
い
。
ま
た
北
東
の
礎
石

(
S
3
)
が
桁
行
に
お
い
て
対
応
す
る
礎
石

(
S
6
)
の
筋
と
ず
れ
た
位
置
に
あ

る
。
そ
こ
で
こ
の
遺
構
は
、
一
間
に
二
間
の
櫓
門
跡
と
考
え
た
い
。
櫓
門
の
控
柱

の
位
置
は
、
自
由
な
位
置
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
箕
輪
城
の
よ
う
に
ず
れ

た
位
置
に
あ
っ
て
も
問
題
が
な
い
。
ま
た
、
排
水
溝
が
内
部
を
通
る
の
も
櫓
円
で

あ
れ
ば
類
例
は
少
な
く
な
い
。
さ
ら
に
梁
間
の
礎
石
間
に
敷
か
れ
た
石
は
、
上
に

壁
が
あ
っ
た
地
覆
石
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
四
脚
門
は
存
在
し
な
い
。

な
お
、
新
高
山
域
内
に
は
、
宗
光
寺
に
移
築
し
た
と
さ
れ
る
匡
真
寺
が
あ
り
、

そ
の
円
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
山
口
県
山
口
市
に
所
在

す
る
洞
春
寺
は
、
毛
利
元
就
の
菩
提
寺
で
あ
る
。
元
々
こ
の
地
に
は
大
内
盛
見
が

(4 ) 



大
内
弘
世
、
義
弘
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
建
立
し
た
国
清
寺
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、

重
要
文
化
財
の
洞
春
寺
山
門
は
、
建
築
様
式
か
ら
室
町
時
代
中
期
頃
の
建
築
で
、

(
お
)

国
清
寺
の
円
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
洞
春
寺
山
門
の
桁
行
は
、
十

二
尺
四
寸
で
一
般
的
な
四
脚
門
の
規
模
で
あ
る
。
宗
光
寺
山
門
の
桁
行
は
二
十
尺

で
洞
春
寺
山
門
の
規
模
を
温
か
に
超
え
て
い
る
。
有
力
守
護
大
名
で
あ
っ
た
大
内

氏
の
菩
提
寺
の
門
よ
り
巨
大
な
門
を
、
毛
利
屠
下
の
武
将
で
あ
っ
た
隆
景
に
建
て

る
こ
と
が
で
き
た
可
能
性
な
く
、
匡
真
寺
の
円
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

建
築
年
代

宗
光
寺
山
門
の
正
面
控
柱
を
繋
ぐ
虹
梁
形
頭
貫
(
写
真
オ
)
に
は
、
渦
巻
と
若

葉
の
彫
刻
が
あ
る
。
渦
巻
は
、
室
町
時
代
の
類
例
が
あ
る
が
、
若
葉
の
彫
刻
を
施

し
た
類
例
は
、
慶
長
五
年
ご
六

O
O
)
の
関
ケ
原
の
戦
い
以
前
に
は
管
見
に
な

時
。
そ
れ
に
対
し
て
、
い
ず
れ
も
豊
臣
秀
頼
に
よ
る
慶
長
七
年
の
泉
穴
師
神
社
本

殿
(
大
阪
府
泉
大
津
市
)
(
写
宣
士
二
や
慶
長
九
年
の
聖
神
社
本
殿
(
同
和
泉
市
)

(
写
真
三
)
、
慶
長
十
一
年
の
金
剛
寺
御
影
堂
(
同
河
内
長
野
市
)
(
写
真
四
)
な

ど
、
関
ヶ
原
以
降
は
類
例
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
宗
光
寺
山
門
の
建

築
年
代
は
、
慶
長
五
年
以
降
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
建
築
年
代
的
に
も
新
高
山

城
に
存
し
た
門
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

な
お
、
小
早
川
隆
景
は
慶
長
二
年
に
死
去
し
て
い
る
の
で
、
建
築
年
代
か
ら
す

る
と
隆
景
に
よ
る
建
立
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
福
島
正
則
に
よ
る
建

立
と
考
え
た
い
。
正
則
は
、
四
十
九
万
石
の
大
大
名
で
あ
り
、
宗
光
寺
は
そ
の
養

嗣
子
で
あ
る
正
之
の
菩
提
寺
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
門
と
し
て
建
立
し
た
と
す
る

な
ら
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
宗
光
寺
山
門
の
建
築
年
代

は
、
正
之
が
死
去
し
た
と
さ
れ
る
慶
長
六
年
頃
か
ら
正
則
が
改
易
と
な
る
元
和
五

年
(
一
六
一
九
)
の
間
と
考
え
ら
れ
る
。

結

五口
2
2
円
H

宗
光
寺
山
門
が
新
高
山
城
の
城
門
を
移
し
た
と
い
う
通
説
は
、
い
ず
れ
も
史
料

的
根
拠
が
乏
し
く
信
用
で
き
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
形
式
・
規
模
・

建
築
年
代
か
ら
も
小
早
川
隆
景
が
建
立
で
き
た
可
能
性
が
な
い
こ
と
を
述
べ
た
。

宗
光
寺
山
門
は
、
二
重
虹
梁
墓
股
と
二
重
虹
梁
大
瓶
束
を
組
み
合
わ
せ
た
よ
う

な
妻
飾
の
構
成
や
化
粧
母
屋
桁
を
加
え
て
い
る
こ
と
な
ど
類
例
の
な
い
珍
し
い
形

式
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
福
島
正
則
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、

そ
れ
を
認
め
た
と
す
れ
ば
、
現
在
、
正
則
が
建
て
た
建
造
物
は
残
っ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
も
貴
重
な
遺
構
と
言
え
る
。

(
1
)
移
築
し
た
と
い
う
年
代
は
不
詳
だ
が
、
同
様
に
三
原
に
移
さ
れ
た
と
さ
れ

る
成
就
寺
は
、
『
三
原
志
稿
』
や
棟
札
に
よ
る
と
天
正
十
九
年
(
一
五
九
一
)

と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
前
後
で
あ
ろ
う
。

(
2
)
『
増
補
三
原
志
稿
』
(
三
原
志
稿
出
版
会
大
正
元
年
)

(
3
)
文
化
庁
編
「
国
宝
・
重
要
文
化
財
建
造
物
目
録
』
(
平
成
二
年
)

(
4
)
『
重
要
文
化
財
宗
光
寺
山
門
修
理
工
事
報
告
書
』
(
昭
和
四
十
五
年
)

(5)
箕
輪
城
(
群
馬
県
高
崎
市
)
で
は
、
発
掘
調
査
の
結
果
、
四
脚
門
の
礎
石

と
さ
れ
る
遺
構
を
検
出
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
種
々
の
点
か

ら
、
二
聞
に
一
間
の
櫓
門
の
礎
石
と
考
え
ら
れ
る
。

(
6
)
『
和
訓
莱
』
(
『
古
事
類
苑
』
居
処
部
所
収
)

ょ
っ
あ
し
、
親
王
家
大
臣
家
に
四
足
門
あ
り
、
上
中
門
あ
り
、
禁
中
の
唐

門
を
俗
に
か
く
も
い
へ
り
。

(
7
)
「
三
原
志
稿
』
(
『
三
原
市
史
」
第
四
巻
資
料
編
一
所
収
)

天
正
玉
丁
丑
年
、
小
早
川
隆
景
公
御
実
父
母
毛
利
元
就
公
御
夫
婦
の
御
年

忌
に
当
て
、
本
郷
高
山
の
御
城
中
に
、
雲
門
山
匡
真
寺
と
い
ふ
臨
済
派
の

伽
藍
を
御
建
立
あ
り
て
(
中
略
)
隆
景
公
御
引
城
の
折
か
ら
今
の
地
に
御

移
し
、
仏
殿
、
方
丈
、
大
庫
裏
、
鐘
楼
堂
、
小
方
丈
、
書
院
、
浴
室
、
衆

(5 ) 



寮
、
大
円
、
中
門
、
禅
堂
御
建
立
あ
り
。

な
お
、
永
禄
四
年
(
一
五
六
一
)
の
『
毛
利
元
就
父
子
雄
高
山
行
向
滞
留

日
記
』
(
『
毛
利
家
文
書
之
二
』
(
『
大
日
本
史
料
』
家
わ
け
第
8
)
所
収
)
に

よ
る
と
、
隆
元
が
匡
真
寺
を
宿
に
し
て
い
る
の
で
、
天
正
五
年
は
、
大
規
模

な
改
修
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

(
8
)
『
三
原
志
稿
』
(
『
三
原
市
史
』
第
四
巻
資
料
編
一
所
収
)

万
福
寺
(
中
略
)
寺
は
宗
光
寺
の
地
に
あ
り
け
る
を
、
宗
光
寺
を
御
引
あ

る
に
依
て
、
今
の
地
に
移
さ
れ
し
也
。

(
9
)
『
三
原
志
稿
』
(
『
三
原
市
史
』
第
四
巻
資
料
編
一
所
収
)

寺
領
小
早
川
公
よ
り
五
百
石
附
与
せ
さ
せ
給
ひ
、
毛
利
公
よ
り
も
右
建
立

の
御
由
緒
を
以
て
、
三
百
石
附
与
せ
さ
せ
給
ひ
て
、
都
合
八
百
石
也
。

(
叩
)
『
三
原
志
稿
』
(
『
三
原
市
史
』
第
四
巻
資
料
編
一
所
収
)

当
山
は
御
帰
依
に
て
御
建
立
あ
り
し
な
れ
は
、
隆
景
公
御
位
牌
及
元
就
公

御
夫
婦
の
御
位
牌
を
安
祭
す
る
も
の
な
り
。

(
日
)
正
之
の
没
年
に
つ
い
て
は
、
宗
光
寺
に
残
る
位
牌
(
「
宗
光
寺
殿
天
英
光

公
大
禅
定
門
慶
長
六
辛
丑
天
五
月
五
日
」
)
か
ら
慶
長
六
年
と
す
る
説
と
、

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
な
ど
か
ら
慶
長
十
二
年
と
す
る
説
が
あ
る
。
近
年
発

刊
さ
れ
た
『
三
原
市
史
」
第
二
巻
通
史
編
こ
で
は
、
慶
長
六
年
十
二
月
十
日

付
の
正
則
の
書
状
に
お
い
て
三
原
城
で
正
之
か
ら
知
行
の
請
け
取
り
を
指
示

し
た
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
正
之
の
死
を
慶
長
七
年
五
月
五
日
と
し
て
い

る。

(
ロ
)
『
三
原
志
稿
』
(
「
三
原
市
史
』
第
四
巻
資
料
編
一
所
収
)

子
時
慶
長
玉
庚
子
年
、
福
島
公
御
入
国
あ
り
て
、
養
山
和
尚
を
当
寺
住
職

被
仰
付
、
此
時
よ
り
今
の
曹
洞
派
と
相
改
り
た
り
、
(
中
略
)
慶
長
六
年

辛
丑
、
御
嫡
子
刑
部
少
輔
正
之
公
を
葬
り
奉
る
に
依
て
、
隆
景
公
の
御
法

号
、
黄
梅
院
殿
泰
雲
紹
閑
大
居
士
一
唯
一
担
当
町
酉
、
、
正
之
公
の
御
法
号
、
宗
光

寺
殿
天
英
宗
光
大
禅
定
円
四
一
時
一
龍
一
辛
丑
、
御
両
公
の
御
法
号
に
依
て
、
泰
雲

山
宗
光
寺
と
改
し
也
。

(
臼
)
『
三
原
志
稿
』
(
『
三
原
市
史
』
第
四
巻
資
料
編
一
所
収
)

中
古
以
来
回
録
に
か
〉
り
、
宝
器
書
記
焼
亡
し
て
委
し
き
儀
は
相
し
れ
す
、

本
藩
太
守
君
公
よ
り
寺
領
五
拾
石
、
三
難
郡
敷
地
村
之
内
御
寄
附
あ
り
、

御
当
城
よ
り
本
藩
へ
御
訴
山
林
等
、
以
前
の
通
に
相
成
、
又
往
古
ハ
備
前

の
禄
所
に
し
て
、
芸
州
ハ
国
泰
寺
、
備
後
は
宗
光
寺
と
両
輪
に
御
立
あ
り

て
、
御
国
法
は
た
諸
出
家
の
作
法
等
両
寺
に
て
及
其
沙
汰
、
偽
通
寺
杯
も

宗
光
寺
の
配
下
に
属
せ
し
也
と
い
ふ
。

(
日
)
『
悌
通
禅
寺
住
寺
記
』
(
「
三
原
市
史
」
第
五
巻
資
料
編
ニ
所
収
)

壬
子
歳
六
月
十
一
日
新
高
山
普
請
始
、
同
廿
六
日
隆
景
ワ
タ
マ
シ
ア
リ

(
日
)
『
重
要
文
化
財
宗
光
寺
山
門
修
理
工
事
報
告
書
』
参
照
。

(
日
)
「
重
要
文
化
財
宗
光
寺
山
門
修
理
工
事
報
告
書
』
所
載
の
側
面
図
で
は
、

向
か
っ
て
右
側
の
梁
間
方
向
の
木
鼻
の
形
態
が
正
面
と
背
面
と
で
異
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
桁
行
背
面
の
木
鼻
を
誤
っ
て
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

(口
)

(

2

)

参
照
。

(
回
)
『
増
補
三
原
志
稿
』
(
備
後
叢
書
第
十
二
巻
備
後
郷
土
史
命
日
昭
和
十
年
)

(
凹
)
清
書
本
を
書
写
し
た
際
に
書
き
忘
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
な
く
は
な

ぃ
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
で
も
後
述
す
る
四
脚
門
と
い
う
形
式
お
よ
び
規

模
・
建
築
年
代
に
よ
っ
て
移
築
説
は
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
却
)
山
門
ハ
天
正
十
年
安
芸
国
豊
田
郡
高
山
域
内
ヨ
リ
移
転
建
設
ニ
シ
テ
(
以

下
略
)
。

(
幻
)
な
お
報
告
書
で
は
、
移
築
説
を
採
っ
た
た
め
、
山
門
の
部
材
の
新
旧
判
定

を
行
っ
た
際
に
当
初
材
(
高
山
城
の
城
門
と
し
て
建
っ
て
い
た
当
時
の
部

材
)
、
天
正
移
築
材
(
天
正
十
年
当
地
へ
移
築
時
の
補
足
材
)
、
後
補
材
(
天

正
以
降
の
後
世
補
足
材
)
の
三
種
類
に
分
け
て
い
る
。
仮
に
移
築
が
あ
っ
た

と
し
た
ら
、
宗
光
寺
山
門
の
建
築
年
代
は
、
最
も
古
く
み
て
も
天
文
二
十
一

年
と
な
り
、
移
築
さ
れ
た
と
い
う
天
正
十
年
と
で
は
三
十
年
程
の
差
し
か
な

い
。
部
材
の
新
旧
判
定
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
僅
か
な
年
代
の
差
を
彫
刻

や
形
態
の
違
い
が
あ
る
場
合
は
別
に
し
て
、
区
別
す
る
こ
と
は
甚
だ
困
難
と

考
え
ら
れ
る
。

(辺
)

(

6

)

参
照
。
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(
幻
)
『
海
人
藻
芥
』
(
『
群
書
類
従
』
第
十
七
輯
雑
部
所
収
)

居
所
ノ
事
。
大
臣
家
ニ
ハ
四
足
ア
リ
。
上
中
門
ア
リ
(
中
略
)
親
王
家
。

右
ニ
同
ジ
。
名
家
以
下
月
卿
雲
客
ノ
亭
ノ
事
。
四
足
不
レ
可
レ
有
レ
之
。

(
但
)
建
仁
寺
勅
使
門
・
浄
土
寺
山
門
・
大
徳
寺
勅
使
門
・
泉
涌
寺
大
門
と
い
っ

た
現
存
例
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

(
お
)
「
二
保
御
城
中
絵
図
」
(
中
井
家
蔵
)
に
よ
る
と
唐
門
の
西
側
に
も
四
脚
門

が
あ
っ
た
。
ま
た
『
金
城
温
古
録
」
に
よ
る
と
名
古
屋
城
二
の
丸
御
殿
孔
雀

門
(
藩
主
が
儀
式
の
時
の
み
に
使
用
)
も
四
脚
円
で
あ
っ
た
。

(
お
)
新
高
山
城
の
建
築
に
つ
い
て
は
、
永
禄
四
年
(
一
五
六
一
)
に
毛
利
元

就
・
隆
元
が
新
高
山
城
を
訪
れ
た
際
の
記
録
で
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

記
録
に
よ
る
と
、
会
所
・
御
裏
御
座
敷
・
舞
台
・
井
上
春
忠
邸
な
ど
が
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。

(
訂
)
「
史
跡
箕
輪
城
跡
羽
』
(
史
跡
箕
輪
城
跡
調
査
報
告
第
7
集
群
馬
県
高
崎

市
教
育
委
員
会
平
成
十
九
年
)

(
お
)
『
重
要
文
化
財
洞
春
寺
山
門
修
理
工
事
報
告
書
』
参
照
。

(
泊
)
写
真
は
す
べ
て
三
浦
正
幸
氏
撮
影
。

(
却
)
天
正
十
五
年
頃
の
建
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る
厳
島
神
社
末
社
豊
田
神
社
本

殿
(
千
畳
間
)
の
来
迎
柱
の
虹
梁
に
若
葉
の
彫
刻
が
あ
る
が
、
こ
の
虹
梁
は

明
ら
か
に
明
治
頃
の
取
替
材
で
あ
る
。
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図一新高山城縄張図

(~広島県中世城館遺跡総合調査報告書』第 3 集所収図に加筆)
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図ニ宗光寺境内配置図

(r重要文化財宗光寺山門修理工事報告書』所収)

(8 ) 



、
直

0
0
0
口

ーll

11日山一

図三 宗光寺山門正面図(文化庁所蔵図)

. ， 
，‘却

a・・ <lJ:， 

，同一一一 一ー一一一一一一 --"-一一一一一一一一 一
匡里""'"当~→==r=f

図四 宗光寺山門梁間断面図(文化庁所蔵図)

(9 ) 



A
V
 

A
甲骨③

 

.' 
E弓干午存-

図五 宗光寺山門桁行断面図(文化庁所蔵図)
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図六 宗光寺山門正門立面図(文化庁所蔵図)
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-
図七宗光寺山門側面立函図(文化庁所蔵図)
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図八箕輪城御前曲輪西虎口平面図・断面図
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写真一 宗光寺山門正面虹梁形頭貫

写真二 泉穴師神社本殿向拝虹梁形頭貫
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写真三 聖神社本殿向拝虹梁形頭貫

写真四 金同11寺御影堂向拝虹梁形頭貫
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